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１　新東名高速道路の整備について
 Ｑ 秦野インターチェンジ（仮称）から国道２４６号までの区間の工事は、
平成 32 年度に完成するのか。

 Ａ 国土交通省からは新東名高速道路が開通する 32年度中に完成すると
聞いている。

２　国道２４６号バイパスの事業化について
 Ｑ 国道２４６号バイパスの事業化の状況はどのようか。
 Ａ 平成 26年度に伊勢原西インターチェンジ（仮称）から秦野中井イン
ターチェンジまでの区間が事業化され、現在、地質調査なども進めら
れているが、秦野中井インターチェンジから秦野インターチェンジ（仮
称）までの区間はまだ事業化がされていない。

３　水とみどりを守り育てていくことの宣言に関する決議について
 Ｑ 水とみどりを守っていくために、議会はどのようなチェックをするのか。
 Ａ 直接的に地下水の水質チェックなどは行っていないが、環境基準から
外れると議会に報告がある。現状はそのような報告はないが、今後も
注視していく。

　そのほか、公共施設使用料の値上げ、政務活動費の適正な使途、工事車
両などにおける交通安全上の配慮などについての質疑、意見がありました。

１　鳥獣被害対策について
 Ｑ 鳥獣被害を防ぐために予算を確保しているのか。
 Ａ 本市は里山整備に力を入れており、鳥獣対策費用として、平成 28年
度は約９５０万円の予算を確保している。

２　※土橋の改良工事の進捗状況について
 Ｑ 土橋である西沢橋と小金沢橋は崩れると洪水が起こるため、改良工事
を要望しているが、現在の状況はどのようか。

 Ａ 県議会議員とも協議し、随時、整備を進めているが、状況を確認した
上で東地区自治会連合会長に報告する。

３　介護予防事業の予算について
 Ｑ 民生委員が介護予防のサロン活動をするための予算を要望するにはど
のように行うのか。

 Ａ 介護保険法が改正されたことにより、平成 28年 12月定例会で条例
改正案が提出される。今後に向けて色々な話ができると思われる。

　そのほか、公共施設使用料の値上げ、金目川に架かる橋の強度調査、幼
稚園のこども園化、議会報告会などについての質疑、意見がありました。

１　通学路の整備について
 Ｑ 鶴巻中学校周辺のクランク状になっている通学路の整備はどのようか。
 Ａ 平成28年度に測量を実施し、設計をしている。29年度に車道4.5メー
トル、歩道2.2 メートルを確保した緩やかなカーブになる予定である。

２　県道６１３号の歩道整備について
 Ｑ 下大槻地区における歩道整備の進捗状況はどのようか。
 Ａ 県の予算の範囲内で歩道整備に向けた用地交渉を順番に進めている。
３　東光寺薬師堂付近の交差点の対策について
 Ｑ 東海大学方面に向かう下り坂は、スピードを出して通過する車などが
多いため、一時停止を逆にする対策をしてはどうか。

 Ａ 交差点手前から危険を知らせるよう改良したが、依然として接触事故
が多い。地元議員としてしっかりと取り組んでいく。

　そのほか、坂道における急カーブでの安全対策、高齢者の買い物におけ
る問題、生活困窮時の対応、生徒数の減少に伴う学区や広域避難場所の見
直しなどについての質疑、意見がありました。
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※土橋…橋面を土で覆った橋のこと。用語解説




